
中川区の荒子高畑界隈で活動している地域まちづくり活動団体「荒子の里協

議会」の会長を務める奥村さん。月1回の「荒子円空市」の開催、荒子フォー

ラムの開催など荒子を盛り上げる様々な活動を行っています。会では荒子エ

リアのマップも作成。この辺りは前田利家のふるさととして知られておりフ

ァンの方を見かけたら自分から積極的にマップを渡していらっしゃるそう。

若い方にも会に参加してほしいけれど「昔はこうだった」という言い方は絶

対にしないと決めている、と話す奥村さん。これからしていきたいこととし

て、歴史のあるこのエリアを大切にしたいという想いから、エリア内の古い

建物に説明書きの看板を設置する、もう一度まちを歩き昔の地図と照らして

整理する、「大門西」など過去の街並みが想像できる地名を遺していく、な

ど様々な目標を挙げてらっしゃいました。そしてそれによって、訪れる方に

は「こんなまちだったんだ」と、地域の方には「自分は今この場所にポツン

と一人でいるのではない、過去の様々な歴史があって今ここにいるんだ」と

感じてもらいたい、という想いも。

今この瞬間だけではなく過去と未来の姿まで思いながら活動されている奥村

さん。幅広い活動を長年続けているパワーの源泉を垣間見た気がしました。

地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）
で地域を育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域のまちづくり活動団体に
よって取り組まれている地域まちづくりの活動を地まちのチカラで情報発信します。
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地まちチャレンジまちづくりを行う“人”にフィーチャーしたインタビュー

53人目

Ｑ まちづくりに取り組んできた中でうれしかったこと

Ａ同じ地域に住んでいながら、これまで話すこともなかった人とも親しく

なれたこと。

Ｑこれから取り組みたいと考えていること

Ａ街並みの風景が変わっていくことは、いろんな理由で仕方がないことだ

が、現在の姿も過去の積み重ねた歴史があってのことだと伝えていけたら

と思う。

Ｑ最後にひとこと Ａ住むところ、それは単に場所という狭い地域のこと

だけでなく、広い視野を持ってみると、互いに支えあえる社会が出来るよ

うな気がする。理想です。

奥村 由美さんのご紹介

荒子の里協議会 代表

奥村 和子さん

内 田 橋 商 店 街

《 内 田 橋 ま つ り 開 催 ！ 》

地域の取組み

南区の内田橋商店街一円で毎年行われている内田橋まつり。今
年は11/3（日）文化の日に行われました。内田橋商店街をさ
らに知ってもらうべく、新店舗の応援企画、ランタンイベン
ト、スタンプラリーなど盛りだくさん。
今年度の成長支援・実践活動助成団体である「明治・内田橋堀
川まちづくり協議会」は、この祭りにあわせエリアに関する意
見を集約するためのアンケートを実施。活動に協力している高
校生たちが、皆同じ色のTシャツを着て商店街を歩き回りアン
ケートを配るという手法。人が多い会場の中でも目立ちます。
長年営業している店舗と新しく参入した店舗が入り混じり、ま
すますワクワクする雰囲気になっている内田橋商店街。お祭り
の日以外にもぜひ訪れてみてください。

《第４回いしきマルシェ秋まつり》

いしきマルシェ実行委員会 地域の取組み

いしきマルシェ実行委員会は、多世代が交流・活躍できる場
所を提供することで地域の絆を深め、下之一色を挨拶や交流
でともに支え合えるまちにしたいという想いで活動している
団体です。
この日正色広場で開催された秋まつりには、様々な世代の方
々が次々と来場。10時を過ぎた頃にはあっという間に人で埋
め尽くされるほどの大盛況ぶり。祭りの呼び物「尾張新次郎
太鼓」（江戸時代から伝わる神楽太鼓）が始まると会場がひ
とつになりました。絶えることなく人の交流が続いたいしき
マルシェ、今後の活動もどのように地域で広がっていくか楽
しみです。

「チラシを作ってるけど、効果を感じない…。」
「なかなか参加者や仲間が集まらない。」
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Canvaでつくる

伝わるデザインを学ぶ

実際に使うチラシをつくる

チラシに大切なのは見た目だけではありません。
「伝わる」ために大切なポイントを学びます。

本当に使ってこそ、工夫や改善点が見えてくる。
実在する企画をご準備ください。

【開催日】 2025   1/26(日)・2/16(日) 

本講座ではそんなお悩みを解決するため、NPOや地域団
体の広報物のデザインを数多く手掛ける講師から、
オンラインデザインツール「Canva（キャンバ）」
（基本無料で利用可能）を利用した、イベントチラシの
作り方を学び、実際にチラシを作成します。
Canvaの使い方だけではなく「伝わるチラシとは何か」
という広報の考え方からデザインまでを、２日間かけて
学びます。

講座のポイント

「Canva」基本無料かつ複数人で同時編集が可能。
メンバーの意見を取り入れやすいです。

地まちNEWS《まちづくりスキルアップ講座》

お申込み・詳細は、右記二次元コードからお願いします。
申込締切：2025年1月15日(水)16:00

北から南まで人でぎっしりの内田橋商店街
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「尾張新次郎太鼓」の演奏
地元の方を中心に

多くの方が集まりました
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